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    船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年７月３０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２６年３月１１日 １６時２７分ごろ 

発生場所 大分県大分市佐賀関
さ が のせ き

漁港北東方沖 

関埼灯台から真方位０９０°１海里付近 

（概位 北緯３３°１６.００′ 東経１３１°５５.３２′） 

事故調査の経過  平成２６年３月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 太
たい

幸
こう

丸、４.９トン 

 ＴＯ３－３６４４７（漁船登録番号）、個人所有 

 １１.９８ｍ（Lr）×２.７９ｍ×０.８４ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、２７９.４kＷ、平成１０年８月３日 

 第２８０－３７２０４号（船舶検査済票の番号） 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ５２歳 

 一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日 平成９年１２月１８日 

  免許証交付日 平成２５年６月１３日 

         （平成３０年６月１２日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 全損（沈没） 

 事故の経過  本船は、船長ほか１人が乗り組み、平成２６年３月１１日１２時０

０分ごろ佐賀関漁港を出港し、速力約７ノットで手動操舵により北東

進していた。 

 船長は、１６時２７分ごろ、機関室からの煙を認め、機関室内を点

検したところ、火炎が見えたので、持運び式消火器で消火を試みたも

のの、火勢が強くなり、付近を航行中の僚船に救助を求め、１６時３

５分ごろ１１８番通報した。 

船長ほか１人は、僚船に救助されて佐賀関漁港に帰った。 

 本船は、巡視艇が消火作業中、１７時４６分ごろ沈没した。 

（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 南、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏  
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 その他の事項 

 

 本船は、上甲板の中央付近に操舵室が配置され、同室の下方が機関

室となっていた。 

 機関室出入口が、操舵室の床面に設けられていた。 

 機関室後部にある燃料油タンクには、本事故当時、軽油が約１５０ℓ

残っていた。 

 本船は、火災警報装置がなかった｡ 

 本船は、約５～６年前から電気配線の点検及び修理をしていなかっ

た。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、佐賀関漁港北東方沖を航行中、機関室から出火したものと

考えられる。 

本船は、機関室の電気配線の点検及び修理を行っていなかったこと

から、漏電して出火し、電線被覆等に延焼した可能性があると考えら

れるが、出火に至った状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、佐賀関漁港北東方沖を航行中、機関室から出火

したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・機関室の電気系統は、電路を含めて絶縁抵抗を定期的に計測し、

必要に応じて交換するなどの措置をとること。 

・機関室には、自動拡散型消火器及び火災警報装置を設置すること

が望ましい。 
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付図１ 事故発生場所概略図  

  

事故発生場所 

（平成２６年３月１１日 １６時２７分ごろ発生） 

大分県 

 大分市 佐賀関漁港 


